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研究成果の概要（和文）：本研究では，IoTやビッグデータなどの技術を活用しながら，家庭での生活（家事や
育児等）における技術・技能（コツ）の伝承と情報共有による家事・育児などの作業の効率化と生活の質
（QOL）の向上のために，ワークライフバランスを支援するコツのデータ科学，すなわち技術・技能・健康のコ
ミュニケーション手法を提案した．また，各家族が心身において健康な状態でコミュニケーションを行うことが
できるための支援を行うことを目指し，ワークライフバランス支援モデルと支援ツールを提案した．

研究成果の概要（英文）：This study proposed the method of data science for providing assistance 
related to work-life balance by utilizing technologies such as Internet of Things (IoT) and Big 
Data. It aimed to elaborate on ways to assist households and help people maintain their physical and
 mental health as they engage in communication. It attempted to create a communication method, with 
respect to techniques, skills, and health, to make household work and child-rearing more efficient, 
and improve the quality of life (QOL). It proposed the models and assistance tools to support 
work-life balance.

研究分野：経営工学

キーワード： 経営工学　ワークライフバランス　技術・技能伝承　作業研究　健康科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，IoTやビッグデータなどの技術を活用しながら，多様な家族の心身の負担の程度を主観
評価による調査および身体活動量等の計測により調べ，多変量解析によって定量的に明らかにしたことである．
また，家庭や家庭外での作業の技術・技能伝承の効率化のための評価手法を提案したことである．社会的意義
は，家庭や家庭外で働く人々の心身のストレス低減のための支援ツール・情報共有の手法の選択肢を増やすこと
により，多様な家族・個人がワークライフバランス支援策を選択できるようにしたことである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本政府は「ワークライフバランス実現」を掲げており，子育て支援として待機児童問題や
金銭的支援については検討が進められている．しかし，『労働経済白書（厚生労働省，2018）』
によると，共働き世帯が仕事と家庭の両立にストレスを感じる割合は男女ともに約 7 割を占
めているが，「ワークライフバランス実現には企業の取組みだけではなく，世帯の中での役割
分担を適切に行っていくことが求められる」と書かれているにとどまっている．つまり，家庭
に対する具体的な解決策や支援方法は示されていない． 
また，仕事上の問題に対する政府の取組みとしては，コミュニケーションなどに伴う職業ス
トレスによるうつ病や離職などが社会的な問題となっており，2015 年 12 月に「改正 労働安
全衛生法」が施行されたことにより，労働者が 50 人いる事業所では毎年 1 回のストレスチェ
ックを全ての労働者に対して実施することが義務付けられた．しかし，育児における心身のス
トレス（負担）や仕事上のストレス状況に対する具体的な取組みは行われておらず，各家族の
ストレスを軽減できるコミュニケーションを支援する仕組みを提案する必要がある．  
 
２．研究の目的 
日本政府が「働き方改革」として女性の活用や雇用延長を推奨する一方で，核家族化と高齢
化の進む現代では，育児や介護のために離職する人も増えており，家族単位のワークライフバ
ランス実現のための支援は不可欠である．本研究課題では，IoT やビッグデータなどの技術を
活用しながら，家庭での生活（家事・育児等）における技術・技能（コツ）の伝承と情報共有
による家事・育児などの作業の効率化と生活の質（QOL）の向上のために，ワークライフバ
ランスを支援するコツのデータ科学，すなわち技術・技能・健康のコミュニケーション手法を
提案することを目的とする．  
 
３．研究の方法 
核家族化と高齢化の進む日本で，多様な家族のワークライフバランス実現のために，各家族
のストレスを軽減し，心身において健康な状態でコミュニケーションを行うことができるよう
に支援することを目指し，以下の項目を実施した．なお，本研究に関する調査および実験につ
いては，実験協力者および関係者に対して十分な説明を行い，同意を得た上で実施した． 
 
(1) 家族（夫婦）の心と体のデータ調査・分析 
心（精神的ストレス）の調査を行うために，主観評価による職業性ストレスアンケートおよ
び育児ストレスアンケート等を実施した．現代のグローバル化に伴い，国内在住の日本人に加
えて国内在住外国人家族や海外短期滞在者家族も対象に調査を行った．また，体（ライフロ
グ・作業）の調査は，スマートウォッチおよび身体活動量計等を用いて，生活や家族形態の多
様な実験協力者を対象に実施した． 
 
(2) 家庭・仕事のワークの分析および課題抽出 
収集した心（精神的ストレス）と体（ライフログ・作業）のデータを，「家庭のワーク（家
事・育児・介護などにおける作業）」と「仕事のワーク（作業）」に分類して，心と体の健康を
数値的に示すための指標を作成して統計的分析を行い，家庭と仕事における技術・技能（コツ）
を抽出した．そして，ワークライフバランス支援のために必要なコミュニケーションの課題を
抽出した． 
 
(3) ワークライフバランス支援モデルの設計および支援ツールの提案 
抽出した要因（コツやコミュニケーションの課題等）を用いて，ワークライフバランス支援
モデルを検討した．特に，「個人の健康パーソナリティ（運動歴や嗜好など）」を考慮すること
によって，家族の健康と生活の質（QOL）の向上を実現するための改善・支援案を検討し，健
康科学に基づく支援ツールの提案を行った． 
 
４．研究成果 
(1) 家族（夫婦）の心と体のデータ調査・分析 
心（精神的ストレス）の調査・分析を行うために，主観評価による職業性ストレスアンケー
トおよび育児ストレスアンケート等を実施し，統計的分析を行った結果，就労中の母親の育児
ストレス要因と職業ストレス要因の関係については，相関分析結果（表１）より，正社員の母
親は「子供が期待どおりにいかない（C3）」と感じている人ほど，「仕事上における責任が必
要以上である（責任度感尺度（A-5））」というストレスを感じているということが示された．
また，周囲からの人的支援ありの母親は「職務遂行が上手くいかない（職業的ストレス反応尺
度（B-1））」というストレスを感じている人ほど，子どもが「刺激に敏感に反応する（C7）」
というストレスを感じるとともに，母親本人が「抗うつ，罪悪感（P5）」を感じていることも



明らかになった． 
また，体（ライフログ・作業）の調査は，スマートウォッチおよび身体活動量計等を用いて，
生活や家族形態の多様な実験協力者を対象に実施し，統計的分析を行った．  
 
(2) 家庭・仕事のワークの分析および課題抽出 
「家庭・仕事のワーク（作業）」に関連して，並行作業における作業負荷や作業の種類と順
序の影響について，主観評価法および生体情報計測を用いて調査し，それぞれの特徴や傾向を
明らかにするとともに課題を抽出した． 
体（ライフログ・作業）のデータの統計的分析を行った結果から，共働き夫婦の身体活動量
等の分析により，支援の必要な課題（家庭のワークの多い妻または夫は，仕事中心の日の身体
的負担が大きい等）を抽出した． 
また，「仕事のワーク（作業）」の内容や心（精神的ストレス）のデータの分析結果より，離
職率の高い介護職従事者の勤務形態に伴う課題（夜勤業務担当の職員は精神的ストレスが高い
傾向がある等）を抽出し，必要な支援策を検討した．介護職従事者の職業性ストレス調査結果
の共分散構造分析により，仕事のストレス要因および修飾要因（周囲の支援によるストレス緩
和要因）とストレス反応の関係構造を明らかにした． 特に，夜勤担当有の介護従事者のスト
レスは「仕事の適正（A−8）」「職場環境（A−7）」からの影響が大きいほどストレス反応
が大きくなり，夜勤担当無の結果に比べて「同僚からサポート（C−2）」からの影響をよ
り受けていることが示された（図 1）． 
体（作業）のデータについては，作業中の眼球運動と身体動作について動作分析を行った上
で統計的分析を行い，仕事における技術・技能（コツ）を抽出した． 
 
表 1  育児ストレスと職業性ストレスの  
相関分析結果（雑誌論文 8に掲載） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 夜勤担当有の従事者の職業性ストレス要因の 
関係構築モデル（雑誌論文 1に掲載） 

 
(3) ワークライフバランス支援モデルの設計および支援ツールの提案 
 技能伝承と職務設計の支援のために，使用可能な既存の支援ツール（手法やシステム等）を
整理し，課題（作業環境や作業内容等）に対応する活用方法を検討した．新しい支援ツールと
して，仕事の成果物から技能の程度を予測する手法（溶接表面形状を用いた評価手法）や多様
な労働者の職務設計のための歩行速度を考慮したオーダーピッキング作業における倉庫レイアウトの
設計法を提案した．さらに，対面コミュニケーションにおける非言語行動（うなずき動作）の動作分析に
より，コミュニケーション円滑化のために必要な要因と支援策を検討した．図 2 は，経験年数の異なる
作業者を数値化した溶接成果物（表面形状）の結果から判別分析により判別された結果を示している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 成果物の表面形状を用いた溶接技能の判別結果（雑誌論文 2に掲載） 
 

 以上の研究成果の公表のために，国際会議 APIEMS2019 および日本設備管理学会研究発表
大会でオーガナイズドセッションを組織し，研究発表を行った．また，国内学会や国際会議
（ISEAS2019，IIAI-AAI2020，NEDSI2020, ICPR2021，ICIM2021）および国際ワークショップ
の招待講演により発表した．国際会議 APIEMS2019(日本)では Best Paper Award を受賞し，国
内学会の論文誌に掲載された論文は，第 23 回（令和 3 年度）日本福祉工学会論文賞および
2022年度日本経営工学会論文賞を受賞した． 
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